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イン ターネ ッ トを利用 した英語学習で は、学習者が 直接的に ク ラス 外 の 世界と英語 を使用 して交渉するこ

とが学習活動の 中心にある 。 そ の 利点を活用す るために、一
部あるい は大部分にイ ン タ

ー
ネ ッ ト利用学習

を取 り入れた英語 クラス が 日本で も急速に増 えて きてい る 。 しか し、イ ン タ
ー

ネ ッ トへ の ア ク セ ス をどの

ように英語授業に組み込んで い くか 、 何を用意 して どの ようなコ
ー

ス を設計するか、教 師は どんな役割を

果たすか、そして結果的に何を達成 しようとして い る か は、クラ ス に よ り様々 であ ろ う。
こ の シ ン ポジ ウ

ム で は、特に自律的な英語学習をどう支援す るか とい う点に着目して、こ れ まで 日常的に共同 で こ の 分野

での教育研究を進め て きた 3 人の提案者が 、シン ポジウ ム の形で あえて それぞれ の ア プ ロ ー
チ の 違い を披

瀝 し、参加者とともに議i侖を深め て い く。

コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ンの始点となるライテ ィ ングをどう指導するか 提案者 ：小栗 成子

イン タ
ーネ ッ トで結ばれた環境に学習者を置けば、学習者の 意欲的は増し、自然 に英語力が 付 くの だ ろ う

か 。 小栗は、ク ラス 内の学習者 を結ぶ利用 と、ク ラ ス外の世界 と学習者とを結ぶ利用 の 2 つ の イ ン タ
ーネ

ッ ト利用方法を組み合わせ、学びの本質に どの ような影響がある かを探る。

小栗は英f乍文の指導の ため 2000年度後期に添削指導用の メーリングリス ト（ML ）を用意 した。
　ML へ の投稿

は、全て WWW に同時に記録され公開される 。 学習プロ セス が公開され 、 指導の 言罅最が英作文の アーカイ

ブとして残 り続ければ、ク ラ ス ・学期 ・年度を越えて活用で きる学習者 ・指導者の共有財産とする こ とが

で きる 。 しか し、それ以上 に意義が あるの は、各学習者の 学習過程が 重なりあい 、刺激 し合 い なが ら、学

習を進め られる こ とだ 。

一
学習者の学びの 過程が、自己の み な らず他者を刺激 し、次の 学習を生む推進力

に結びつ くように指導者は学習環境を用意する こ とが で きる 。

添削指導では、 学習者が 指導者に依存するの で なく、学習者が指導者を離れた とき、どんな力が学習者の

もの に な っ て い くの か を考え、自立 した コ ミュ ニ ケ ーターを育成す る た め の 指導を して い く必要がある 。

WWW で発信する こ とは、単に作文の 指導を受け終えたプロ ダクトの 公開の ため の もの で あっ て は ならな

い 。指導者以外の 読み手に読んで もらい 、それ を新たな コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 始点とする ため の もの なの

だ 。 その発信を準備する活動を通 じて、学習者は英語 を並べ る だけ で は伝わらない 、何 を どう表現すべ き

かとい う 「もどか しさ」を初めて実感する。重要な の は、単にライテ ィ ン グテ クニ ッ クを習得 させ る こ と

ではない 。 各学習者が英語で コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ンすることの意義を考え直し、 そ の次 に どの ような学習が

必要かに気づ き、 さらに学習を続けて い けるよう教師は導い て い か なければならない の である 。

オン ライン ・オ フ ライ ン 活動の連携 ：仮想空間での英語学習と教自市の殺割 提案者 ：淡路 佳昌

イ ン タ
ー

ネ ッ トを利用 した学習の成否は、逆説的で あるようだが、オ フ ラ イ ン の授 業の徹底 した見直しに

かか っ て い る 。

近年の爆発的な流行の 中 で イ ン タ
ーネッ トは英語教育界で も熱い 視線 を集め て い る 。 とは い え、それ 自体
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が 自律的学習を保証 した り、教育効果の 向上を約束した りする もの で は ない
。 む しろ、ネ ッ トワ

ー
クを利

用 した語学学習の長所が明らかにな りつ つ ある今、改めて オフ ライ ン での授業を見つ め直 し、こ れ まで の

授業に不足して い た もの や、イン タ
ーネッ トを利用して初め て実現で きるもの 、ある い は逆に オフ ライン

の 活動の 方が優れ て い る点に つ い て、教師が主体的に取捨選択をする視点を持つ こ とが重要である 。 さら

に、その ような検証を通じて、教師の位置づ けも再検討する必 要がある 。 ネ ッ トワ
ー

ク上 に は さまざまな

有益なリ ソ
ー

ス が存在するが、こ れ まで の ネッ トワ
ー

クを利用した語学教育の 実践で は
、 教師はナ ビゲ

ー

タとして学習者をそれ らの リ ソ
ー

ス に導い たり、フ ァ シリテ ータ として リソース へ の ア ク セ ス を援助 した

りする存在 として考えられ て きて い る 。 しか し、最終的に重要 なの は、それ らの リソ
ー

ス か ら入手す る情

報をどの よ うに処理 し消化する の か とい うこ とであ り、そ の意味で は、イ ン ス トラクタ
ー

として の教師の

存在 を再評価する必要があろ う。

SdMOCtZe 　Untversityや saM （）（lhaiの ような ネ ッ トワ ー
ク上 の 英語学習空 間を例にする と．、こ れ まで は こ

の ような場を授業で利用する際、教室とは独立 して切 り離された学習空間として扱われ て しまい 、まる で

教師が 自分 の授業から英会話学校へ 学生を送 り込ん で い る、とい う認識 の もとに参加す る例が多か っ た 。

仮想空間へ 学習者を投げ出す前の教室内で の準備や 、 仮想空 間で の学びを教室に戻 っ て きて か らどう活用

す るかとい うこ とまで含め た、総合的な学習の 中で の 位置づ け も乏 しかっ た。とはい え 、 こ れ らが英語を

実際に使用で きる格好の 場で あ る こ とは事実な の で 、なぜ こ れ まで の 教室で は その ようなチ ャ ン ス が なか

っ たの か、これらを教室内で活用す ることによっ て何が新た に可能になるの か とい う視点か ら活用方法を

検討し、併せ て その 学習過程に教師が どの ように かかわ っ て い くか も含め て考えて い く必要が ある だ ろ う。

バザール としてのオン ラインクラ ス 提案者 ：尾関 修治

イン ターネ ッ トとい う膨大な学習 リ ソ
ー

ス を手に 人 れ な が ら
、 それ をい かに英語学習に利用 して い くか、

もてあま し気味の教師が多い かもしれない 。あるい は教 育目標に合わ せ て うまく利用 し、
コ ース に組み入

れる工夫をしてい る教師も多い であろう。

しか し、特に コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を実践する場として イン タ
ーネッ トを見た場合、教 師が学習 の 道筋を体

系だ て、コ ー
ス を組み立 て、学習活動の価値付けを して い け ば い くほ ど、 そこ か ら取 りこ ぼされた個人個

人の コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン や体験が学習的価値の ない もの と して取 り残 され て い くとい うジ レ ン マ が あ る

。

本来人と人をつ な ぐもの で あ る はずで あり、それゆえに コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン を学ぶ場と して 魅力的 に 見 え

た はずの ネ ッ トワ
ー

クが、「より効果的に利用する」努力の結果、 コ ー
ス を消化するための 道具に お としめ

られ、肝 」・の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の価値を見失っ てしまうこ とがある 。

こ の ような ジ レ ン マ を解消する試み と して、ネ ッ トワ
ー

クの 仕掛けを利用 して、自分 の学習活動自体を公

開 し共有し、進行状況や方向性を比較 しあい 、お互 い に評価 し合うこ とで個人の 学習活動の価値付けをし

て い く、
い わばバ ザ

ール 的なア プロ
ー

チを試みて い る。 そ こで は経験や感動だけで なく、具体的な技術 （ど

の ように して交流相手を見 つ けたかな ど）も交換され 、 有益 な情報は他の 学習者に利用 され、修正される

べ きもの は相互 に指摘しあ い、個人 ご との 目的を見失わずに学習活動を進めて い くこ とが で きる 。

この ような活動は、橄 寸的に見れば一件無秩序で達成度が低い ような印象を受けるが、学習者個人の 冒か

ら見れば、目的を達成する ため の
一
貫性があ り、手段を目的と錯覚させ られ る こ とが少ない

。
バ ザ

ー
ル 的

クラ ス が、どの ように自律的学習活動を促進して い くか、実例を挙げなが ら議論して い く。

　　（おぜ き しゅ うじ；cmh ＠intl、chnbuacip 、お ぐりせ い こ ；鴨 雌 ＠dchyperdlubuaclp、あわ じ よ しまさ ；awaji ＠imtlthubuac，jp）
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